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米国における医師需要予測モデルの紹介

浅野 信久 小林 廉毅

　我が国の実働医師数は2020年には人口10万人当り248人に達すると予測されており，医師過剰時代の到来

が懸念されている。将来の医師需給を正確に把握するためには，医師数の予測だけでなく，医師需要の把握

が要となる。米国では，将来の医師過剰を背景に，医師の需給バランスの将来予測に関する研究が米国保健

省や米国医師会などにより，1980年代から行われている。主要な医師の需要予測手法として，4つの報告が

なされているが，代表的なものがGMENACモデル法とBHPrモデル法である。医師需要予測の手法は，

ニーズベースによるアプローチと受診行動をベースとするデマンドベースアプローチに2別される。

GMENAC（Graduate Medical Education National Advisory Committee）モデル法はニーズベースモデルであ

り，BHPr（Bureau of Health Professions）モデル法を含む他の3法はデマンドベースモデルである。正確な

医師需要の把握のために，我が国でもニーズアプローチあるいはデマンドアプローチによる医師需要予測研

究が必要と考える。米国における医師需要予測研究は，我が国における医師需給の研究に対して，示唆に富

む多くの知見を提供してくれる。
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